





































要 ③展示情報 ④刊行物 ⑤文庫・コレクション ⑥WINE(所蔵情報)⑦各館
案内(中央図書館、キャンパス図書館、部局図書室等)などが「いつでも、だ
れもが、どこからでも」見られるようになった。
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-ネットワーク委員会
-システム委員会
-研修委員会
-新図書館システム
委員会
最大の検討課題は、夏休み明けから図書館が利用サービスを開始したFirst
Searchの提供方法についてであった。有料のデータベースを利用者に無料で提
供するという図書館にとっては初めての試みであり、様々な角度からの検討を
行った。特に、広報を重視するとともに、それぞれにニーズを異にする利用者
を対象とする各図書館が、その利用者にできるだけ公平で、、またできるだけ無駄
が左1:じない提供方法について検討した。このサービスは10月より開始している。
以前から検討ーしていた逐次刊行物サブシステム部分の主として表示関連の改
普を行なった。
典拠管理部会では、継続検討課題であったNDC9版について、 WINEの書誌
分類として全学的に採用することを決定した。それにともない、 コンパータ仕
様、書誌プールでの表示方法(8版と 9版との識別)等についても検討・して結
論を出した(詳細は記録を参照のこと)。配架分類については、基本的に各館ご
との|問題ではあるが、当者13会の場でも意見交換を行うなどした。なお、コンパ
ターの車阿部のつめやシステムへの反映時期などについて、OWSのメールを活用
してタイムリーな連絡を心がけた。
わ<1書館職員の研修参加は活発に行われた。蔵書内容や図書館業務についての
館内研修、図書館が主催あるいは共催し学内でおこなわれた研修は延べ21回を
数えた。これらの研修では、学内の教員が講師をつとめる例も多く、図書館資
料の咋門的解説は図書館職員の育成に大きな力となった。また、外部での研修
参加iも多数あった(詳細は本年報「研修受講者J参!!の。
語学教育研究所の外国語講座受講、図書館学講座受講も活発に行われた。
その他、|ヌ|書館の組織としてではなく、図書館職員を中心として自主研究会
が組織され、「多言語研究会j、「書誌学図書館情報学研究会」が活動を行った。
また職員有志が執筆し、 91年より続いていた「閃主新聞」紙上での書評「司書
が選んだ本jは本年2月で休止となった。
全'、戸情械化施策の一環として、 1996年6月に図書館システムの開発 ・運用業務
をメディアネットワークセンター (MNC)に移管したが、図書館としても標記
の委民会を組織し、今後の凶書館サービスに対応し得るシステムの検討ーを
MNCと共同で行なってきた。
これまで数年間にわたって館内の各種委員会やワーキンググループ等で検討
してきた成果を基に約150項日にまとめた要件を協力業者に提示し、次期システ
ムの機能として取り込むことを交渉している。 11月末から要件の内容 ・必要度
等について説明を始め、次期lシステムに取り込むか否か順次協議している。今
後さらに、利用者に対するサービスの向上や業務の効率化を実現させるべく、
'，-[1-(1ヌ|書館的な機能をも抗町'に入れ検討を続ける予定である。
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